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タ イ 民 俗 音 楽 フ ィ ー ル ド ・ ノ ー ト(そ の1)

北 部 タ イ ・ラー ンナ ー 地 方 の 歌 謡 芸 能 「ソー 」*

船津 和幸**・ 船 津 恵美 子***

0な ぜ,い まソー歌 謡?

独自の文化様式をもつ多 くの民族か ら構成されるタイ国には,地 方色,民 族色に溢れた多

彩な民俗芸能が息づいている。本論考は,東 北部タイ ・イサーン,及 び北部 タイ ・ラーンナ

ーにおけるこの5年 間に亙 るフィール ドワークに基づ くタイ民俗芸能研究の成果の一部 であ

り,そ の対象は,芸 能多彩,風 光明媚,美 人 白眉,料 理美味で定評のある北部タイの古都チ

ェンマイを中心 とす る地方にあって,永 く継承されていて,生 活のハ レの場で必ず登場 し,

現在 もなお民衆が深 く愛着を感 じている 「ソー」 と呼 ばれる歌謡芸能である。残るチェンマ

イの魅力に関 しても,「 ケシのある風景論」,「チ ェソマイ花祭美少女論」,「カン トーク料理

考」など興味をそそる主題 も多いが,そ れらは公表の許 されると思われる別 の機会に譲 りた

い1)。

ソ ー 歌 謡 に 関 す る 研 究 は,チ ェ ソ マ イ 大 学 の マ ネ ー ・パ ヨ ム ヨ ン 教 授(ProfManee

Payomyong,ChiangmaiUniv.)に よ る ソ ー歌 謡 の歌 詞 テ キ ス トの文 学 的 研 究 が 先 駆 的 な も

の と して あ る が,タ イ語 の論 文 とい う こ と も あ っ て参 照 され る こ と も少 な か った 。 同 教 授 に

は,タ イ の民 族 音 楽,民 族 楽 器 に関 す る貴 重 な著 書 を 贈 呈 して い た だ い た が,大 い に 参 考 に

させ て い た だ い た 。 記 し て感 謝 した い2)。

実 質 的 な意 味 で の ソー歌 謡 の研 究 と して は,チ ェ ン マ イ師 範 大 学 の プ ラ シ ッ ト ・レ オ シ リ

ポ ソ教 授(Prof.PrasitLeosiripong,Ch至angmaiTeachers'College)に よ る論 文 「北 部 タ

イ ・ラ ー ン ナ ー の ム ア ン族 の ソー歌 謡 の 伝 統 」 が 現 在 ま で の と ころ唯 一 の も の と思 わ れ る。

それ は,そ の 歴 史 的 背 景 と と も に文 学 的,音 楽 的 分 析 を初 め て 試 み た 総 合 的 な研 究 で あ る3)。

筆 者 た ちが,タ イ の民 俗 芸 能 の 中 で も特 に ラー ンナ ー地 方 の ソー歌 謡 に 関 心 を抱 くよ う に

な った の も,知 人 の タ イ人 音楽 学 者 に レ オ シ リポ ン教 授 を紹 介 され 面 識 を 得 て,氏 の 優 れ た

研 究 論 文 を読 む機 会 に恵 まれ た か らで あ る。 氏 は筆 者 た ち の フ ィー ル ドワ ー ク に対 し て惜 し

み な い助 言 や 支 援 を 差 し伸 べ て くれ た 。 限 られ た 滞 在 の問 で あ っ て も,チ ェン マ イ市 内 は言

うに 及 ぼず 郊 外 の村 に お け る ソー歌 謡 の上 演 情 報 を 入 手 し,現 場 に気 軽 に 同 行 も して い た だ

い た し,ソ ー歌 謡 の唄 師 や 楽 器 製 作 者 へ の イ ン タ ビ ュー で は通 訳 の役 割 も務 め て い た だ い た 。

以 下 の 論 考 は,そ の多 くを 氏 の上 述 の 研 究 に 負 って お り,そ し て一 方 で は,そ の 労 作 の紹 介

の意 味 も込 め て い る。 この 場 を借 りて レ オ シ リポ ン教 授 に 深 謝 の意 を表 した い 。

*FieldWorkNGteforThaiFolkMusic(No .1)
"Saw";AVocalTraditioninLanna

,NorthemThailand
**KazuyukiFUNATSU(Assoc .ProfessorofShinshuUniversity;互ndology)

***EmikoFUNATSU(Musicology)
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1　ラーンナー地方ってどんなとこ？

　ソー歌謡の伝統が継承されている地方はタイ北部・ラーソナー地方である。現在，行政区

分としてのうーソナー地方（タイ北部地方）は，さらにチャオプラヤー河（メナム河）の支

流であるピン川，ワン川，ヨム川，ナーン川という北部の4大河川の流域に形成された盆地

にある8つの地域に細分される。すなわち，西から挙げると，メーホンソン，チェンマイ，

ラングーン，ランバーン，チェンライ，パヤオ，プレー，ナーンという8地域である。（地

図1）
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　　　【地図1】現在のラーンナー地方 L　（p．10）

　古代においては同名の諸都市が都市国家として並立していたが，チェンライ北部のあの有

名な「黄金の三角地帯」近くのチェンセーンを都とするヨノック王国にはかの有名なメーン

ラーイ王がいた。メーンラーイ王（1239－1311）は，1261年，22才の時王位を継ぎ，その後

意欲的に北部タイの諸国家統合を目指した。1262年差はチェンライの町を建設して南下の拠

点とした。1296年にはピン川を下り，その地域を支配下に治めて文字通りの「新都」チェン

マイを建設した。ここにラーンナー・タイ王国が成立した。，

　その間に，現在のラムプーソに都を置いていたと思われるモン族のハリプンチャイ王国

（パーリ語ではハリプンジャや王国）も滅亡させるなどして支配圏を広げ，その後も大いに・

繁栄し，他のタイ諸地方とは明確に異なる独自の伝統文化を築くに至っだ。「ラーン」とは
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「百万」を意味し，ラーソナー・タイとは「水田百万のタイ」を窮し，その名は中国にも及

び，国王が多くの妃を持っているとの伝聞があったのか，「八百」「八百媚婦国」の名称でも

言及されたという4）。

　ちなみに，伝承によれぽ，・・リプンチャイ三国の創設者は，ドゥヴァーラヴァティ王国の

ラバプラ王の娘チャーマデーヴィーである。ドゥヴァーラヴァティ王国は，玄美が堕羅鉢底，

義浄が杜和鉢底と呼んだ国家としてよく知られているが，現在のナコーソバトムを都として，

7世紀から11世紀頃まで繁栄したと想定されている。7，8世紀頃，チャーマデーヴィーは，

仏教の三蔵に精通した500人の長老と共に，ピソ川を遡航して，もともとは聖仙ヴァースデ

ーヴァが建設したと言われる甲山リプンチャイに到達して，王朝を開始したという。

　さて，その後さしものうーンナー王朝も，16世紀の中頃から18世紀末まではビルマの支配

下に入るが，1781年カーウィラ王により再び独立を実現し，19世紀末に最終的に現タイ王朝

（チャクリ王朝ともラタナコーシソ王朝とも呼ばれる）に併合されるまで存続した。

　レオシリポン教授はこのラーンナーの歴史を要領よくまとめている。

　　ムアン族は，メー・コン河とメー・コック川の合流地点近くにあったいくつかの古代の

　居留地からなる13世紀半ばのヨノヅク王国の創設者たちであった。これらの古代居留地は，

　伝説であるか，はたまた架空のものであるかのいずれかであるため，その年代ははっきり

　しない。しかしながら考古学的な証拠によれぽその中のいくつかは1000年以上経つものも
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ある。このヨノック王国を創設してから以降、歴史家は，当の人々が「ムアン族」の呼称

を好んでいるのに，その創設者たちをタイ。ヨン族あるいはタイ・ユアン族と呼ぶことが

多い。

　ヨノック王国の南西にはハリプンチャイ王国と呼ばれる，より古い王国があった。その

最初の支配者は女王チャーマデーヴィー，タイの中央部に繁栄したドゥヴァーラヴァティ

王国の王の娘であった。チャーマデーヴィー女王は7世紀か8世紀にハリプンチャイを支

配するために送られ，1292年まで彼女の後継者が当地を支配していた。1292年，ハリプソ

チャイ王国は，1261年の即位以来権力を拡張していたヨノック王国のメーンラーイ王によ

って征服された。

　1296年，チェンマイの都が建設され，メーンラーイ王の新しい王国の中心地となった。

後にそれはうーンナー王国として知られるようになり，それまでのヨノック王国は新しい

王国の北部領土となった。

ラーンナー王国は徐々に繁栄し，権力を増していった。ティラカラージャ王の治世（1141

－87）の間に，プレー，ナーン，そして現在のラオスの一一部が東部領土として併合された。

更に現在のビルマのシャン州や現在の中国南部の一部も北部領土に含まれた。

　16世紀半ぽ以前には，ラーンナーは王国内の都市間の対立，暴動，戦闘で，不安定にな

った。1558年にビルマ軍がチェンマイを攻撃したとき，チェンマイはわずか3日で陥落し，

その後2世紀に亙っ：（ビルマに支配された。

　1774年，トンブリーのターク・シン王は，チェンマイ，ラングーン，ランバーンの反ビ

ルマの支配者を助けて，ビルマからラーンナーを解放した。トンブリーは現在バンコク首

都圏の一部である。後に1882年，チャクリ王朝のラーマ1世は，新しい王国の首都として

バンコクを建設し，ラーンナーは北部領土となった。

　19世紀の終わりにかけて，税制と政府の改革が原因で，支配者と農民の間に衝突が起こ

った。農民反乱を鎮圧した後，領地に対する政策には変化があったと考えられている。ラ

ーンナーの最初の公認の支配者プラチャオ・インドラヴィジャヤーナンダが1896年に世を

去ったとき，ラーンナーはバンコク政府の一部となった。これ以降のチェンマイにおける

2人の後継支配者は，その政府における何の役割に対しても公認されず，ラーンナーの都

市や町は以来タイ王国の諸地方となった5）。

　このラーンナー地方の中心的な民族は，中部地方の混血民族である諸タイ族とは違う民族

で，一般的には「タイ・コーアン族1，あるいは，東北部のラオ族と区別するために，「西ラオ

族」と呼ばれているが，上に指摘されていたように，住民たちの口頭伝承の歴史の中では例

多なくムアン族（コン・ムアン）の呼称が用いられており，住民たちはその呼称の方を好ん

でいる。この「ムアソ」という語は，本来は「城市」「町」を意味する語であるが，歴史の

術語としては「小規模な政治単位」をいう。より厳密には「1人の首長によって統括され，

中央に首長の居所（王宮）と比較的人口密度の高い行政，宗教，文化の中心をもち，周囲に

は水稲耕作民の居住と生産の空間が展開して，その余剰生産物をもって中心の存在を支える

という構造をもった自立的な政治的・地理的単位」と定義される6＞。チェンマイとかチェンー

ライとかの都市国家がまさしく「ムアン」であり，住民はその誇り高き「ムアンの民」を自
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和していたのである。以下の記述においては，筆者たちは，それを尊重してムアン族の呼称

を用いることにしたい7）。

　その他の居住民族には，タイ・ルー族，タイ・ターン族，タイ・ニョーソ族，タイ・ヤィ

族などのタイ系民族がいる。その意味で厳密に言うならば，ソー歌謡は，メーホソソソ地域

を除く7地域で，根強い愛着を持たれていると言わなければならないのかもしれない。なぜ

なら，このラーンナー8地域のうちでメーホンソンだけがタイ・ヤイ族がマジョリティであ

り，したがってそこではソー歌謡よりも，「クァーム。タイ」と呼ばれるタイ・ヤイ歌謡が

より好まれているからである。

2　ソー歌謡は古いの？

　ソー歌謡のパフォーマンスの要素には，仏教以前の民間信仰であるアニミズムの影響が色

濃く残っていると思おれる。したがって，10世紀頃に入ってきたと思われるラーンナー地方

における仏教の歴史より古い可能性も指摘されているが，文献的な証拠は今のところない。

現在ソー歌謡に関する最も古い文献は，15世紀のものと思われる株欄の刻文であり，それに

よれぽ当時民衆の間で非常にポピュラーであったことが分かるとともに，呪術的なニュアン

スを感じる。

　　「ソラナイ，メントラ，ソーそしでピーは至るところから聞こえてくる。」

　　「ソーとチョーイの唄い方を知っている者達はその小さな亀を射殺し，詩を朗唱し

　た。」8）

　あるいは，17世紀末に書かれた叙事詩『リリット・プラロ』の一節に次のようにあるとい

う。

　　「ロ王を讃えるために，ソーがいたる所で唄われた。」9）

　パヨムヨソ教授は，ナーン地方のソー歌謡の起源に関する伝承を紹介するが，それはソー

歌謡がムアン族の民族の歴史と深い関わりの中で形成されてきて，人々が強い愛着を抱くこ

とを納得する。

　　パヤ・ウォラカン・ムアソと彼の人民は，彼らの古い居留地を旅立ち，ナーソ川を下り，

　ナーンの町を建設した。この流浪の間，カンミとカンビという老夫婦が護衛の人々を楽し

　ませるために，一連の詩を唄ってあげた。それ以来，この二人の人物が，ナーン地方の唄

　師の問で人気のある曲である，ロソ・ナーソ（「ナーン川を下って」）という題の曲の最初

　の師匠として敬愛されてきている10）。

　歴史との関わりということで言えば，中央タイのサラブリ地方のサオハイ地域は，ラーン

ナー地方以外で唯一ソー歌謡の熱烈愛好の地となっている。その理由は，この地域の人々の

多くが，ラーンナー地方のチ＝ンセーン（かつてのヨノック王朝の都）出身の子孫であるか

らである。アユタヤ朝がビルマ遠征軍によって滅亡させられた後，ビルマ討伐の兵を挙げ，

独立を回復して，自らトンブリ一朝を開いたのがターク・シン王（1734－82）であるが，こ

れにチェンセーンから参卜し，その後サオハイに定住した人々の子孫なのである。自分たち

のアイデンティティをソー歌謡に求める心情がひときお強い。ソーの名手たちはサオハイに

招かれて公演することを特別の意義を感じている11）。



42

3　ソー歌謡はいつ聴ける？

　ソー歌謡にはチェンマイのソー様式とナーンのソー様式の二つの伝統があり，楽器の編成

や進行の仕方，儀式のやり方など細部に様々な相違点が認められる。前述のメーホンソンを

除く7地域の内では，チェンマイ様式はチェンマイ，チ＝ソライ，ラングーンの3地域で，

ナーン様式はナーン，プレー，パヤオの3地域で継承され，残るランパーソではこの二つの

様式が共存している。

　いずれの様式にしても，ソー歌謡はムアソ族の唯一の声楽アンサンブルで，ムアン族の

人々のアイデンティティを明確に直接的に表現するものである。したがって，ソー歌謡のパ

フォーマンスは，ある特定の機会に限定さ航，決してソー歌謡を観賞する目的の演奏会，コ

ンサLトという形式をとることはない。つまり常に文化的脈絡の中で唄われるのである。そ

の特定の機会とは，ラーンナーの伝統的な祭事であり，ムアン暦に則り行われるため，それ

に付随して開催されるソー歌謡のパフォーマンスも必然的にこの独自の暦に拠って設定され

ることになる。

　ムアン暦は中国の太陰・太陽暦を採用したタイ暦を基礎にしていると思われるが，その特

徴は，①隔月に30日と29日を置き，3年に一度閏月を置く。②ムアンの新年は太陽暦4月15

日に始まるが，第1月は9月と10月の問の月の満ちる初日に始まるので，ムアン新年lj　7月

となる12）。

　ソー歌謡が聴ける主な仏事，祭事，儀礼には以下のようなものがある。

　　①ボーイ。プアットやボーイ。ペック（得度式）；ムアン暦8月『

　　②ボーイ・ルアン（僧院の式典）；ムアソ暦8月

　　③僧の誕生祝い

　　④亡くなった親族の法事，記念祭

　　⑤　ピイ・マイ（新年祭）；ムァン暦7月

　　⑥リァン・チャウ・ナーイ（懸依霊供養）；ムァソ暦9月

　　⑦リアソ・クー（ソー歌謡の師霊供養）；ムアン暦9月

　　⑧家，市場などの新築祝いの儀式；ムアソ暦の偶数月

　まず，新年祭（ピイ・マイ）には存分にソー歌謡を堪能できるであろう。町中にムアソの

音楽や芸能が溢れ，あちこちに楽団を伴った行列が練り歩き，ソー歌謡のための特設舞台が

持えられる。

　出家すること，息子を出家させること，托鉢僧に夕食，布施をすること，僧院に寄進する

ことなどの「功徳的な行為（プン）を実践すること」（タンブン）が民衆の宗教的な生活の

核となっていることはよく知られているが，タソブソにとってきわめて重要な意味をもつ仏

事にもソー歌謡が不可欠である6例えば，得度式と僧院の式典は以下のような次第で執り行

おれる。

　　得度式もソー歌謡が演奏される伝統的なイヴェントである。ムアソ暦の8月に，20才以

　下の少年が「パ」あるいは「ネーソ」と呼ばれる見習い僧になるために「ボーイ・プアッ

　ト」と呼ばれる儀式が執り行われる。彼が21才位で，僧院にもっと長く留まりたい時には，・

　もう一度得度式を行い，「トゥ」あるいは「トゥチャウ」と呼ばれる僧となる。この得度
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式のための儀式が「ボーイ・ペック」と呼ばれる。

　20才以上の普通の人ならぽ僧になるために得度式を受けることができる。その場合，そ

の人は儀式の中で用いられるパーリ語の聖典を暗記するために数日間僧院で過ごさなけれ

ぽならない。彼は得度式の朝剃髪して，儀式に赴く。

　得度式の間中，ソー歌謡の楽師たちが儀式会場の近くの特設舞台で演奏するためにいつ

も主催者に雇われる13）。

　　「ボーイ・ルアン」はムアン族の音楽が楽しめるもうひとつの行事である。それは，僧

　院の建物や施設の建設や改修が終わったときに開催される式典である。ボーイ・ルアンの

　ために決まった期日はムアソ暦の8月の時で，通常3日間続く。最初の2Ei間，村人は寄

　付をして，最終日の午後に近隣の村から行列に参加する人々のための食事や娯楽を準備す

　る。行列は，踊り子のグループと楽団で構成され，荷車ないし車の上に置かれた装飾を施

　した供物台がそれに続く。ボーイ・ルアンの開かれる寺院の入り口で，寺院内部での主催

　者の僧たちへの供物の喜捨に先立って，踊り子達は舞踊を奉納する。お返しに，主催者は

　来賓を冷たい飲物や食事や出し物でもてなすのであり，その中にソー歌謡も含まれるので

　ある。この式次第は最後の供物が贈呈されたら終わりとなる14）。

　毎年6月末から7月になると，インド亜大陸や東南アジアには恵みの雨をもたらすモンス

ーンが周期的に訪れる。ラーソナーの大地も潤される。仏教の伝統では，連日の豪雨のため

外出や遊行ができないこの時期は，僧侶たちは一所に逗留，滞在して，在家も交えて，学習

に専心する時期である。これを雨安居（うあんこ）という。ラーンナーでも，この時期に

人々は頻繁に僧院に赴き，熱心にお務めに励む僧侶たちの世話をすると同氏に，僧侶たちの

説法を楽しみにする。この雨期の始まりに，ソー歌謡を聞けるチャンスもある。

　　毎年，ムアン暦の第10月の満月の日以降，普通は7月の後半に当たるが，仏教僧たちは

　3ケ月間の雨安居に入る。彼らは外部で夜を明かすことも，僧院生活を中断することも許

　されない。その満月の日に，この（雨安居の）期間が開始する前，人々は蜜蝋でできた大

　きな蟻燭を村の僧院に持っていく。その行列は普通楽団を伴った地元の踊り手に先導され

　る。この蟻燭は，僧院に寄贈された後，本堂の仏像の正面に据えられる。雨期（ワサー）

　の3ケ月間通して毎タベ灯されることになっている。雨期の間，人々は週に一度は寺院に

　行き説教を聴くが，その日はワンシンと呼ばれる15）。

　また　われわれにも馴染みのある「精霊流し（ローイ・カトン）」も仏教の伝統といえる

であろう。わが国では，お盆の15日の夕方か，16日の早朝に，幽界から戻ってきていた精霊

を供物や灯籠とともに川や海に流して送り帰すわけだが，ラーンナーでは太陽暦で10月の満

月の夜に行われる。

　　ムアン暦の第2月の満月の夜に，人々は，バナナの葉，ココナツの外皮，木材，紙，あ

　るいはこれらの材料の取り混ぜたもので作られたボール状の容器を手に川土手に集まる。

　花華，点灯された蝋燭，お香がボウル（カトン）に置かれ，この重要な生命の源への感謝

　の印として川に沿って流される（ローイ）。新年祭のときと同様に，人々は川への出すが

　ら，あらゆる種類のムアン族の音楽を耳にすることが出来る。ただソー歌謡だけは，普通・

　川の土手の上に特別にしつらえた舞台で演奏される16）。
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　次に，仏教と並存する民間信仰のシャーマニズム的な祭事の代表的なものに，懸依霊への

供養がある。

　　ラーソナーのシャーマンはその懸三曲を「チャウ・ナーイ」，文字通りの意味は「高量

　なご主人」であるが，と呼ぶ。これらの霊は過去の名士，たいていの場合は多くのうーン

　ナーの諸都市国家の軍人であったり支配者の親族である。

　　ムアン歴の9月には多くのシャーマンが彼らのチャウ・ナーイへ供物を捧げ，饗宴を張

　る。そこに他のシャーマンたちが招待されるのである。饗宴の日時は，この行事には最良

　の日と信じられている火曜日か木曜日かのいずれかに合おせられる。朝早く，主催者のシ

　ャーマンはトランスに入り，その日は一日中その状態にある。来賓は彼を訪れ，そのとき

　彼の肉体に懸依している霊に供物を捧げる。この来賓のほとんどは，男性であれ女性であ

　れ，彼ら自身シャーマンである。主催者に簡単な挨拶をした後，彼らは特別な小屋に向か

　い，そこでトランスに入る準備に取り掛かる。彼らは，急持えの芝地に降りる前にムアソ

　族の伝統的な衣装に着替える。そこで彼らはトランスに入ったままで，楽団の伴奏に合わ

　せて踊るのである。楽団は，円形に配列されたゴング群（コーン）と旋律楽器としての1

　本か2本かのオーボエ（ネー）から構成されている。パーカッションはシンバル（スワ

　一）と大きな両面太鼓（テソティγ）である。嘗回されたシャーマンのリクエストで，西

　欧的なリズム型を演奏するための西欧のドラム・セットがあることもある。踊りの合間に

　は，幾人かのシャーマンたちは車座に配置された椅子に座り，雑談をしたり飲みものをと

　つたりしてくつろぐ。潮時がくると，シャーマンたちはトランスから抜け出して，例の小

　屋に戻り，主催者に暇を告げる前に普段の服装に着替える1η。

　ソー歌謡のパフォーマンスがある宗教的儀礼は，すでに見たように，仏教の伝統に則った

ものが頻度が高いが，レオシリポン教授は信仰についてこう書いている。

　　ムアン族は仏教，アニミズム，そして占星術を信じている。これらの信仰はひとつの神

　秘的かつ魔術的な思考形式として統合されていて，日常の中で分かち難く現存している。

　カルマ（業の法則）や功徳のアニサムサ（果報）に対する仏教的な信仰に加えて，ムァン

　族はまた祖霊，魔法や占星術も信じている。しかしながら，他の特殊な信仰を持つムアン

　族もいる。特に治癒師であるシャーマンやソー歌謡の卜師がそうである。実際には仏教徒

　であるにもかかわらず，シャーマンは糠依霊（ピイ・チャオ・ナーイ）の存在を信じてお

　り，ソー歌謡の唄師はソー歌謡の師霊（クー・ソー）を信じている18）。

　この記述で注費すべきは，ソー歌謡の唄師たちが，一種のシャーマン的な宗教背景と資質

をもっていることである。彼らは，過去の著名なソー歌謡の名手たち，師匠たちの霊（クー

・ソー）の存在を信じており，それへの供養をきわめて重要な義務と考えている。したがっ

て，他のシャーマンのこの懸依霊供養に倣って，ソーの唄師たちもムアン暦9月に悪霊供養

（リァソ・クー）を執り行うのである。

4　いざ，ソー一歌謡のパフォーマンスへ

では，実際のソー歌謡のパフォーマンスをフィールドワークのメモから再現してみよう。

日　　時　　1993年2月11日（木）午後1時置5時30分
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　楽器奏者

　ドイ・サケット町が管轄する地区（人口約10万人）は18の行政区に細分され，それぞれの

区には4～6の村が含まれている。当日はその地方の人々にとって大きなお祭りのようなも

のである。みんな着飾って華やいだ雰囲気の中で行われた。すでに述べたように，ソー歌謡

が演奏されるのは，得度式や法事などの仏事に関連した機会ばかりでなく，もろもろの祭事

や建物の竣工式，あるいは花祭（チェンマイのものは世界的に有名であり，1993年は2月6

日に開催された）などの俗事でも出番が多い。

　いずれも超満員の聴衆を集めるという集客能力は，ソー歌謡が単に儀礼芸能であるぽかり

ではなく，いかに民衆の民族の心を捉えているエンタテイメントであるかが分かる。その会

場の雰囲気も，畏まってし一んとした中でソー歌謡を聴くというムードではなく，友達と談

笑したりスナックを食べたりジュースを飲んだり，時にはステージで唄われている内容に反

応してやじったりからかったり，と実に自由である。しかし決してステージで繰り広げられ

ているパフォーマンスの邪魔になるようなことはない。このあたりの節度が見事である。

　この日の唄師である男性唄師のスリン・ナオカム氏，芸名早牛，は10代後半にソー歌謡の

修業を始めたが，「トゥア・タロク」という地元のコメディアンとして10年位活躍した後，

ソー歌謡の唄師にカンバックしたという。もう1人置女性唄師のカムノイ・ティパラット女

史，芸名トゥアム，は15才の時に弟子入りしたが，すぐに才能を発揮して2年も経たないう

ちにステージで唄えるようになったほどの例外的感覚の持ち主だったという。共に47才とい

う年齢，最も脂が乗った華のある実力派唄師である。コンビを組んで10年余り，絶妙なタイ

ミングの掛け合いを楽しく繰り広げる二人である。特にカオがかつてコメディアンであった

ことは，二人の舞台をより盛り上げるのに役立っているようである。チェンマイには現在専

業のプロのソー歌謡の唄師は3～4人位しかいないという。後は，ステージ・マネーだけで

生計を立てるのは難しく，舞台のお呼びがかかった時だけ駆けつける半農半音の兼業音楽家

である。この地域でソー歌謡のパフォーマンスに支払われるギャラは，当然蘭質の実力と人

気によって異なるが，演奏者5～6人全員に対して，高くて4000から5000バーツ（1993年2

月の時点で，1・ミーッ＝約5円），少ないとぎで2000・ミーッ位だという。このような状況の

中で，カオとトゥアムの二人は貴重な存在のプロのコンビであると聞いた。

　舞台は常に，専用の仮設ステージが特別に作られる。1～1．2メートル位の高さ，6人か

ら10人がゆったりと座れるくらいの広さで，屋根は草葺き，柱と手摺は竹製，ドラム缶の上

に載せられた床は木製でその上に竹のマットかカーペットが敷かれる。（写真2）

　その上に二人の唄師と三人の竹笛ピーの奏者，そして一人の弦楽器スンの奏者が草座にな

って座る。したがって聴衆から見ると，どの角度から見ても背中を向けた人が真っ正面にい

る状態である。最近では聴衆からも演奏者の顔がよく見えるように，正面を向いて一列に並

チェンマイの東北部の郊外，ドイ・サケット町

地方事務所の庁舎竣工式（写真1）

男性唄師スリン・ナオカム氏Surin　Nawkham

　　　　（芸名ヵオKao，47才）

女性唄師カムノイ・ティパラット女史Khamnoi　Tiparat

　　　　（芸名トゥアムTuam，47才）

スン　1名，ピー　3名
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【ソー歌謡のパフt一マンス】（写真1）～（写真11）

（辱真1）　竣工式の行われたドイ。サケノト地

　　　　方事務所

（写ft　2）　トラム缶の紮に載せられたソーの舞　　（写真4）　儀式に使う竹龍

　　　　台

（写真3）舞台を取り囲む聴衆

縫
難

鎌継1轡

翻 叢
難

（写真5）左か男唄師カオ、右が女曝師トゥアム

　　　　（カオか手にするのが弦楽器スン、竹

　　　　籠の中には竹笛ピーか見える）
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懇

／　　繍蟹縣　醗
（写真6）竹籠を上げ下げしてマントラを唱え　　（写真9）酒を籠や楽器に振りかける

　　　　る

　　　　　　　　　　覆熱

（1署；真7）　花を整え，その一本を取り上げる （写真10）　デ＝オの唄師と3人のピー奏者と1

　　　人のスン奏者の標準的編成

（写真8）酒の入ったグラスに花を入れてかき

　　　園す

（写翼11）唄うトゥアムさんとピー奏者
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んで座ることもあるそうだが，この日も伝統的な車座だった。

　この形態だけを見ると，ソー歌謡は聴衆のためのエンタテイメントというよりも，演奏者

自身のため，あるいは精霊のための宗教儀礼という印象を受けるが，実際に一一旦歌謡が始ま

ってしまうと，演奏者と聴衆の間のコミュニヶイションは常に密で，かえってどの方向も同

じ重要性を等しく持つことになり，聴衆側からの空間の幅が広がる効果を実感した。（写真

3）

　　ステージ上の空間はさまざまな次元を有する。即興を主とするソー歌謡のパフォーマン

スの性格上，まず聴衆とのコミュニケイションの場である。しかしそれぽかりでなく，ある

種の日常性も取り込んだ空間でもあるところが興味深い。つまり演奏時間は長いのでそり間

に必要なものがすべて持ち込まれているのである。例えば，喉の渇きを癒すための水やコー

ラ，ジュースの類，グラス，煙草，ハンドバックなど，普通楽屋に置いておくはず，と思う

ような物もステージ上のすぐに手の届く所にある。そもそも西洋的概念のエンタテイメント

のショーとは本質的に違っていて，プロセス自体が重要なパフォーマンスの一部であり，聴

衆の眼前でその準備毅階から意識的に行うのであろう。

　もう一つ重要な空間がステージ上に形成される。聖なる空間である。舞台の上に米，酒，

花，蜷燭，お香，そしてビートルナッツ（きんまの実）の入った竹の籠が置かれている。こ

れは主催者の用意した物であるが，演奏が始まる前にソー歌謡の唄師が祈りをあげる儀式に

使われる。（写真4）

　儀式の手順は以下の通りである。まず竹籠を前に置いてゆっくりと手をあわせておじぎを

する。楽器奏者からそれぞれの楽器を渡されて楽器に祈る。弦楽器スソは大きすぎるが，管

楽器のピーはこの竹籠に入れられる。（写真5）

　寿詞や児詞（マントラ）を唄えながら竹籠を上げ下げし（写真6），再び床に置く。花を

一本取り上げて（写真7），酒の入ったグラスの中に入れてかき回し（写真8），その花を竹

籠と楽器の上で振って，この聖なる酒を振りかける。（写真9）

　この酒は必ず米から作った清酒でなけれぽならない。それから唄師は酒を少し口に含み，

残りを祈りの言葉を唱えながら地面に注いで儀式を終える。

　この竹籠はすべての演奏が終わるまでステージの端に置かれている。ちなみにナーン様式

のソー歌謡の伝統によると，この儀式はステージ上では行わず，そこからさほど離れていな

い家の中，という閉ざされた空間で私的に行われるという。この竹籠は終了後，唄師が家に

持ち帰って，その中の花とお香と蟻燭を師霊（クー・ソー）を祀る祭壇に捧げる。この儀式

はソー歌謡のもつ呪術的側面を示している。本来的には，ムアソの民とソー歌謡の師霊とが

この空間において唄師を媒介にして交感するなかで，人々は自らのアイデンティティをソー

歌謡の呪的な力によって確認したのであろう。

　しかしながら，そのソー歌謡の直接的な魅力はなんといっても，その当意即妙，軽妙コミ

カル，毒舌金倉，駄洒落にリアルタイム，といった形容詞が最適な唄の内容である。パフォ

ーマンスの前に舞台の上で繰り広げられたシリアスなムードの儀式とは好対照に，短い楽器

による前奏が終おり，一且歌謡が始まると聴衆はその唄おれる歌詞に耳を傾け笑い転けたり，

拍手したりして，唄師とのコミュニケイションに参加していく。そこに取り上げられる話題

は多彩で支離滅裂であるが，絶妙な話術・歌謡術で即興的につないでいく歌謡漫談のヵテゴ
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リーに入れることができよう（写真10）。

　話題は，当の儀式や行事の開催理由の説明や主催者，参列者の紹介から，釈迦の前生講

（ジャータカ）の教訓，時事ニュース，P一カル・ニュース，地口漫談を含み，西洋の流行

に追従する人をあざけり笑ったり，バンコクに初めて旅行をした農民の体験を椰楡するかと

思えば，性に関する狸談小咄も盛りだくさん，はてはうーンナーの歴史や昔話しや格言にも

及ぶ百科全書的エンタテイメントである。

　その魅力の一端を窺い，その歌謡の構成を理解するために，その実際の歌詞の一部を見て

みよう。以下の歌詞の訳は，上述のパフォーマンスのものではなく，別のある得度式におい

てレオシリポンにより採録されたものであるが，偶然ながら，唄師は同一一のカオとトゥアム

のデュナであった19）。

　歌謡は大きく4部構成，（A）　チェンマイ，（B）　チェンセーン，（C）　チャプァ，（D）

ラマーイ，に分かれている。個々の詳細は後述する。

（A）　チェンマイ

A1（男唄師のパート）

　連番号・脚番号

1
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3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2

●

0

●

●

O

O

O

1

2

3

4

5

6

7

　　　　　歌　　　詞

今日は吉R

りっぱな祝い事があるそうだ、

そこには北から南から一族郎党が呼ばれるのさ

男も女も，参加しにやってくる

今日は吉日

未亡人も少女もボディーのお手入れおろそかにやしない

わたしたち，お釈迦さまの信者なのよ

わたしたち，美徳の道をおろそかにやしない

お釈迦さまも家をとんずら，得度した

眉毛も，口髭も，頭髪も剃り落：とし

アノマ河の土手の上

そのときからお釈迦さまになったのさ

信心深い信者たちの皆々さま

立派な一族郎党の皆々さま

この場に，座っているかた，立ちん坊のかた

来賓の皆々さまもお仲聞に

パコイヌブ村が祝い事を執り行います

若者たちにどうか言ってやってくださいな

そしておじいちゃん，おばあちゃん

功徳（プン）を施しにいらっしゃい，と

ここには大勢親戚の皆々さまがいらっしゃる

どんな危難からも安全でありますように

今Hは功徳を施そう

わたしたちの地域と村に栄あれ

わたしたち二人が金持ちになれますように

そうなりますように
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ここには大勢一族郎党の皆々さまがいらっしゃる

歓迎します，最敬礼

この義理堅い一族郎党の皆々さまが

たくさんの寄進物もって参加してくれる’

わたしたち二人にいいことありますように

そうなりますように

A2（女旧師のパート）

1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
1
2
3
4
1
2
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O

O

O

O

●

0

1

2

3

4

5

6

7
　
8

9

さてさて村を挙げて祝い事をするとなれば

最適の日時を選ばなけれぽなりません

今日はすてきな日よ

他の日なんか目じゃないわ

男衆，今日はとてもいい日よ

それというのも，一族郎党の方々の実力を試すとき

今日は最高の日よ

他のどんな日や時間より

ほんとうにそう

デーヴァダッタの悪党たちの邪魔さえなけれぽ

それに道義にもかなってる

お施主さまが敬礼しにやってくることは

そうよ，頭をお下げなさいな

なんでも素晴らしい果報が

たえずあなたにもたらされますように

すべてのお施主さまのためにも祈ります

父さま，母さま，おじさま，おばさま，兄さま，姉さまのため

けれども，祖霊や悪霊はみな来てはだめ

それというのも，長老や親戚の方が

ともに功徳を施しているのだから

悪霊や物の怪はみな

寺院や家には入っちゃだめ

この功徳の果報が

将来，みんなの繁栄となりますように

さあ至宝のところに向かうとき

そうなりますように

今日はいい日，滅入らない

長老方が集まる日

寺院で祝い事が施されるのだから

わたしたちの地域と村に栄えあれ

ソーの唄師が願うよう，金持ちになりますように

そうなりますように

A3（再び，男一子のパート）

　　　1・1　パコイヌア村が祝い事を執り行います

　　　　　2　危難はどれも近寄るな
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1
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4

O

O

2

3

みんな「ウィスコサウィット」（架空の西方の国）へ追ッ払われますように

ラングーンへ，はたまたハンターヴァティ（ミャンマーの古代の町）へ

村では祝い事

あらゆる危難も悪霊もここはだめ

危難はみんな日本に降りかかれ

さもなきゃヴェトコンに降りかかれ

過去の危難も来てはだめ

お願いだ，雨と一緒に

森やジャングルに降り落ちて

そしてピン川に流れ込んでくれ

　（B）　チェンセーン

B1（男弓師のパート）

　　　　　足の短いご婦人方は，

　　　　　それにもかかわらず，

　（C）　チャプァ

Cl（男唄師のパート）

1
2
り
0
4
1
2
り
0

9

O

1

2

なんとお気の四

目にすりゃ，色白，器量よし

今日は青空

今日は黄金の玉座に三王（ヴ＝ッサンタラ）が座るでしょう

ヴェッサンタラ（布施太子）が町に凱旋してくるからさ

町の役人たちはみな歓呼して

そして七宝の雨が

皆の衆に降り注ぐ

「これでお仕舞い」

C3（男旧師のパート）

1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3

●

0

●

◎

1

2

3

4

今日は，晴れて，陽がいっぱい

勝利と幸運の日

ほんとにいい日

不興を被ることもなく

危難や悪霊どもは近寄るな

わたしたちは功徳を施しているのだ，いいことだ

幼い子供たちと一緒に

立派な親戚の方たちと一緒に

今日は大吉の日

お釈迦さまがアングリマーラを手懐けた日さ

お釈迦さまがアソグリマーラを手懐けた日さ

彼が悟りを開くまで

その日はプーマとラクシュマナがラーヴァナを征伐した日さ

今日という重要な日に関するこれがすべて

「これでお仕舞い」

　（D）　ラマーイ

D6（男旧師のパート）

　　　1・1　わたしたちはタイ人で仏教徒
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2
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わたしたちの信仰を廃らせてはいけない

しょっちゅう功徳を施さなくては

それは投資

因果応報楽しみに

将来の繁栄のため

この場合，一族郎党

みな同じ

信仰は樹木のようなもの

僧院はその枝木

そしてわたしたち，お施主さまたちは，

その幹に水をやる

わたしたちが死んだとき

奈落に行かずに済むというもの

「これでお仕舞い」

D11（男唄師のパート）

1
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4
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4
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O

1
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4

だれがお施主さまかとお尋ねならぽ

全部教えてあげましょう

これは父親ケーオと母親ウサーの祝い事

そしても一人，父親ポンマの祝い事

もっと聞きたくなるでしょう

わたしたちはチェソライやプレーのソー一・歌謡の唄師じゃない

父親と母親とがおったとさ

けれどもほんとはも一人いた

話してあげる必要がある

さもなきゃ，訳が分からない

たったひとつの得度式があったのさ

母親ウーサと父親ケーオによって催された

そしても一人父親ポンマ

後でもっと話してあげる

「これでお仕舞い」

D12（女旧師のパート）

1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3

O

．

●

1

2

3

ソー歌謡の唄師だから，唄い続けましょう

そこで，これば父親ケーオと母親ウサーの祝事

そしても一人，父親ポソマの祝事

どうして三人とか四人置の

カオ兄さん，訳を教えてくださいな

なんだか訳が分からない

どうして三人とか四入のお施主さまがいるの

今日のこの祝い事には

ソー歌謡の唄師として尋ねなくてはなりません

これは父親ケーオと母親ウサーの祝い事

ところで父親ポンマはどうしてここに出てくるの
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どうか教えてくださいな，わたしの相棒さん

どうして三人一緒になって

この祝い事を施すの

「これでお仕舞い」

D13（男耳蝉のパート）
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4
1
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4
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3
4
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魯
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1
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4

昔の話しから始めましょ

私がまだまだ餓鬼だった頃

父親ケーオは母親ウサーの亭主だった

そして一人の息子がおった

トゥァムさん，話してあげましょう

その昔話を

父親ケーオと母親ウサーは結婚し

そして息子ができたのさ

結婚して間もなくして息子ができた

けれども，業のなせること

説明してあげましょう

父親ケーオと母親ウサーは別れてしまった

そして彼女は父親ポンマに出会って

彼女は彼の女房になったわけ

「これでお仕舞い」

D14（男唄師のパート）

1
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4
ユ
2
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4
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働

●

■

1
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4

母親ウサーに父親ケーオは

しばらく一一緒に暮らしてた

とてもいい夫婦

けれども，二人の昔の功徳は限りがあった

そこで，母親ウサーと父親ケ一疋は

別れねぽならない定め

これはよく知っていること

だれも蔑めることは出来やしない

それが業のなせること

一緒に暮らせなくなったので，別れたが

その後母親ウサーは身ごもって

かわいい子供を生んだとさ

そしてそれは男の子

母親ウサーおめでとう

「これでお仕舞い」

D15（以下，連番号と脚番号を省略するが，読点が脚の切れ目を示す）

　　二人は功徳が足りなかったから。そこで別れるはめになった。幸せに一緒に暮らした後。

　　ウィラットという名の息子と共に。その後ほどなく。父親ヶーオは去っていった。息子

　　ウィラットを後に残して。母親ウサーと住むままに。おんなであるから彼女を責められ

　　ない。農作業が出来ないからといって。これは業のなせること。すべて話してあげまし

　　よう。彼女は父親ポンマと結ぼれて。そしてその後は彼と暮らしたとさ。「これでお仕
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　　舞い」

D16

　　昔は亭主と妻として。愛し合って仲睦まじく暮らしてた。その後ほどなく。母親ウサー

　　はも一度結婚したのさ。父親ポンマと。そしてしぼらく一緒に暮らした。ウィラットが

　　大きくなるまでは。手塩にかけて。ウィラットのような息子がいることは。二人にとつ

　　ては恵み，村の衆よ。まだ一緒に暮らしている親たちとこんなかわいい息子がL・るなら

　　ぽ。再婚時代は。長く続いたとさ。「これでお仕舞い」

D17～D37の内容の概要

　　継父ポンマは息子をかわいがり，僧院のよい施主でもあった。ウィラットもいい子で，

　　親子は貧しくても幸せに暮らしていた。特に母親ウサーは，魚でも米でもウィラットの

　　食べものはなんとか調達し，畑仕事にも出さないほど一人息子をかわいがった。6才頃

　　からウィラットは学校に行くようになったが，アルファベットも算数も得意，成績も優

　　秀で小学校を終えた。両親は，始めは息子をバンコクに出すことを考えたが，ラーンナ

　　一地方からは遠すぎる。ラームヵムヘン大学は授業料が高い。そこでパコイヌア村の僧

　　院へ入れてもらい，僧院長バク・タノムの指導で一生懸命に学んだ見習い僧（サマーネ

　　ン）ウィラットは次第に村人の信望を得ていった。21才になった彼は生涯僧侶の道を選

　　び，得度式を受けることを決意した。父親ケ一廻もポソマも母親ウサーも喜び，得度式

　　のために最も吉祥な日が決められた。ムァン暦8月満月の夜の土曜日，それが今日なの

　　だ。偉い学者ナーン・ムエンを始め，900人の関係者が招待され（その来賓の名前，村

　　の名前が歌詞の中に読み込まれている），新しい僧侶の誕生に多くの寄進物（傘，カー

　　ペヅト，やかん，袈裟，扇子，下着，肩布，腰巻き，黄色の袈裟，鉢など）が集まった。

　こんな調子で延々と即興の掛合い歌謡が続いていくのであるが，その一部を参照するだけ

で，ソー歌謡の雰囲気が想像できる歌詞であるが，譜例があれぽさらにいいであろう。一連

だけrC　1」（2・1～3）をレオシリポン教授の採譜から挙げておこう。（【副書1D

　さて，4部構成の最初のチェンマイという名の第1部は，常に最初の演目であり，普通そ

の儀式や祝事の趣旨来歴や参加することで功徳（プン）を積む意義が説かれる。タイ独特の

仏教的宗教観に立脚する日常生活の中では，一般民衆にとってこの「プン」を積むこと，つ

まり「タソブン」が最も重要な徳目であり，自分ではできない出家をして托鉢に励む僧侶に

施食し，布施を与え，僧院の行事に参加し，説法を聴くことなどに積極的である。お釈迦さ

まや宿敵提重達多（デーヴァダッタ）などのエピソードなどを交えながら唄う，イントロ部

である。まず男面師が最初のrA　1」を唄うと，それを女唄師が即興で受けて「A2Sを唄

い，また男心師に返す。rA　3」の歌詞中に危難はみんな日本に降りかかれ，さもなきゃヴ

ェトコンに降りかかれ」とあるのには苦笑せざるをえない。一般民衆の経済大国日本への本

音を感じ，きつい歌詞である。（写真11）

　無論これはチェンマイ地方で行われているいわゆる「チェンマイ」様式のソー歌謡である

が，そのイントロの演目に再び「チェンマイ」の名称がある点は，興味深い。後述するが，

各唄にはある骨格的なメロディー（凶一・カダーン）が1・つ選ばれ，．その変奏でメPディー

が展開する。おそら・くは，この第1部には伝統的にチェンマイ地方の特有な親しまれたメロ

ディーが骨格的なメロデZ一として使用されてきたのではないだろうが。これに関連して思
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い当たるのは，インド音楽における旋律型「ラーガ」の名前にも，地方，国，町，民族など

の名前を冠したものがあることである。例えば，「ラーガ・ムルターニー」「ラーガ・カン

ボージー」「ラーガ・ジャウンプリー」とかいったものであるが，そしてそれらは，そうし

た地方の伝統的な音階，旋法をもつことに起源があると思われている20）。

　第2の演目「チェンセーン」の名称に関しても，同様の想定が可能である。チェンセーン

とはラーンナー王国の創設者メーンラーイ王の故国ヨノックの本拠地であったことや，ソー

歌謡の起源の伝承を思い起こせばよいであろう。ソー歌謡の歴史とこんな形でも結びついて

いるのである。

　この第2部門歌詞の面での特徴を言えば，ゆっくりとしたメリスマ的なスタイルの自由詩

で，この例にあるように，少しロマンティックに女性や自然や風物の美しさが賛美される点

であろう。この演目は一度しか唄われない。

　第3の演目「チャプァ」の特徴は，全部で5曲ほどしか唄われず，1曲も割と短く，早い

テンポで唄われることである。また，唄の締めくくりに，「これでお仕舞い」という定温が

使用される。

　歌詞の内容は多彩で雑多である。この例では，お釈迦さまと人間の指を集める盗賊アソグ

リマーラや『ラーマーヤナ』のエピソードにも触れ，こうした話しが親しまれていることが

分かる。

　なんといっても，第4の演目「ラマーイ1がソー歌謡の聞かせどころ，息のあったデュオ

の即興センスの見せどころである。形式的には先行する「チャプァ」と同一で，唄の締めく

くりの「これでお仕舞い」の定温で，どんどん男女の唄師が即興をバトンタッチしていく。

この演目は，聴衆の反応がよく唄師が興に乗れば，絶妙の繋ぎで多彩に歌謡を展開していく

のである。レオシリポン教授の採録では，実に合計91曲唄っているのである。

　歌詞の内容は，この得度式（ボーイ・ペック）の3人の施主の人生を参列者に物語仕立て

で紹介することがメインとなっている。参列者は，なぜ普通と違って施主が3人もいるのか，

得度する見習い僧は誰なのか，という清報が，「業の掟」という主題をもつ物語的な時間の

中で伝えられ，所々の「落ち」で現実の儀式当日に連れ戻されるという体験を楽しむのであ

る。見習い僧の指導をした，今日の主賓である僧院長の名前をなかなか明かさないで，聴衆

をじらす趣向もあって，なかなかに憎い筋運びも窺える。

5　ソーの歌詞は詩文学

　ラーンナー地方の最もメジャーな言語は，民族に準じて「ムアン語」であり，したがって

ソー歌謡の歌詞もムアソ語で唄われる。また，「チェンセーン」部を除く，その歌詞の大部

分は「クァ・ソー」と呼ばれるところの，口頭伝承において最も代表的な詩型が採用されて

いる。

　この詩型は，1連が普通4脚からなる。ただし2脚や3脚の場合も少なくない。また，各

1脚は6ないし12音節（シラブル）からなるが，8ないし9音節の脚が最も頻繁に用いられ

る。

　さらに，脚韻に関しては，

　①第1脚の最終音節と第2脚の第4音節との間
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②第2脚と第3脚の最終の音節の間

③　随意に，第3脚の最終の音節と第4脚の第4音節との間

に適用される。原語は省略し便宜的カタカナ表記で，以下に例を示す21）。

　第1脚コ　ペンルーク　タオ　コ　ダイ　アオチャイ　サイ

　　　　　　（その息子は面倒をみてもらったのさ）　　　　　　　　①

　第2脚　コー　カイ　コホー　カハイ　ダイ　ラオ　リアン　スク　サー

第3脚

（カは「鶏」，

ヒェン　ターン　ワット　コ　サラ　ア　サラ

（そして母音の「ア」と「アー」）

カバは「卵」とアルファベットを学ぶのに）

アー

2

3

第4脚コーーカイ　ポー　パー　トァ　ノーイ　トァ　ニャイ

　　　　（それも大文字と小文字でさ）

　先に検討したソー歌謡の中で4部構成の第1の「チェンマイ」は，このクァ・ソー9連で

できている。さらに詳しく言うと，最初の3連は四脚連句（クァトレイン），第4連は5脚，

第5および第6連はまた四脚連句，第7連は二脚連句（カプレット），第8連は再び四脚連

句，最後の第9連は二面連句である。

　第2の「チェンセーン」は自由詩型で限定はない。

　第3の「チャプァllと第4の「ラマーイ」は，詩型の上では全く同一で，4連のクァ・ソ

ーを持ち，最初の3連は四脚連句，最後の第4連覇二心連句である。すでに述べたように，

3音節の千句「これでお仕舞い」（チップ・レ・ノー）が最後に付け加わるが，入りに間を

取り，最初の音節を充分に延ばすことで他の2脚分と同じ長さに揃えるわけである。（〔譜例

1】参照）

6　唄師になりたい，どうずればいい？

　ソー歌謡の唄師になりたいと思ったら，大抵十代半ぽ頃には，これはと思った師匠の家に

内弟子として住み込め，身の回りの世話をしながら，長い期間厳しい修業を積まねぽならな

い。シャーマン的な資質は特に問わないが，ソー歌謡の即興に必要な文学的，音楽的素養を

完全に身につけるのみならず，ムアン族の文化，伝統，歴史にも精通することが，即興のス

テージに不可欠なのである。さらには，諺や格言などムアン族の英知に関する知識も無論要

求されている。

　内弟子となったら，まず最初は多くの歌詞や詩の形式を暗唱し，ソー歌謡の独特な節回し

を覚えることから始める。師匠の節回しを徹底してたたき込まれることで，ソー歌謡の即興

の土台を獲得する。模倣を繰り返して，充分に経験を積んだと認められた時に初めて，歌詞

や節回しに自分自身の変化，装飾を加えることが許される。

　ここで練習方法に関して興味深い事実がある。伴奏楽器の奏者は，「メー・カダーソ」と

称されるソー歌謡の骨格的となる作曲されたメPtディーをまず学ぶのに対して，唄師にはそ

のような骨組みを習うことが要求されない，ということである。

　「メー」とは「母，原理」を意味し，「カダーン」とは「固定した」を意味する。「メー・
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ヵダーソ」とは即興の土台となる骨格メロディーである。（【譜例1】参照）楽器奏者の場合

はまず「骨格」を学ぽねぽならない。基本としてのメロディー構成をしっかりと頭に置いた

上で，伴奏を即興していく。

　ところが，唄師にはこの骨格を骨格として教えられることがないことの意味は，ソー歌謡

というものを，部分や末梢からアブP一チすることなく，よりトータルな音楽的脈絡の中で

自ら経験的に骨格を理解していく能力と努力とが要求されているからだと推測する。要する

に，唄師は単なる唄わざの職人とは考えられていないということである。ムアンの伝統が旧

師に受零するような全人的な資質を開発することがより重要なのである。

　何年にもわたる徒弟時代が修了して，師匠が弟子を一人前の唄師として認めると，彼は愛

弟子のために最後の師匠の義務である儀式の準備に取り掛かる。この儀式はきわめて重要な

意味をもっている。つまり，ムアン族のいわば唄のシャーマンとしてのソー歌謡の唄師の資

格を，伝統的な儀規にしたがって内外に認知させるための儀式であり，これを経ない限り，

新しい卜師は誕生しないのである。

　儀式に必要な調理されたご馳走，酒，お香，花，ビートルナッツなどの供物は，師匠の側

で準備される。儀式は，朝，師匠がソー．の師霊に「この新しい導師を汝の保護下におくこと

を認めるやいなや？」と問いかけることで始まり，承認が得られると，弟子に最後の教授が

施される。次いで，師匠の唄師や器楽奏者たちによってソー歌謡の模範演奏が短時間に簡略

に披露される。これが終わると，新しく誕生した皆野は，供物の半分を分け与えられ，自分

の師匠や先達たちと一緒に帰宅する。

　儀式はまだ終おらない。その後，自分の家においてさらに別の儀式が執り行われ，それが

終わると，再び師匠たちによるソー歌謡が始まる。今度は簡略した形式ではなく，ソー歌謡

の伝統的な順序に従った完全な形式で存分に演奏されるのである。そして関係者一同で盛大

な祝宴が深夜まで続くのである。

　こうして一人前の独立した野師として承認されると，同時に，．唄師としての儀礼上の義務

や生活上のタブーを課せられる。．これはまたソー歌謡ゐ唄師の存在のシャーマン的な，ある

いは，アニミズム的なアスペクトを明確に理解させる。その主な義務や禁制事項を以下に箇

条書きに挙げてみる。

　①ソー歌謡の師霊（クー・ソー）を常日頃厚く祀り，年に一回ムアソ暦9月には開国供

　　養（リアン・クー）を行わねばならない。

　②　他の精霊（ピイ）のために祭壇に捧げられた供物を絶対に食べてはならない。

　③葬式での会食で，食を絶対に取ってはならない。

　④葬式ではソー歌謡を絶対に唄ってはならない。

　⑤台所の下を通らないよう，細心の注意を払わねぽならない。

　⑥出産直後の女性と赤ん坊のいる家の下を絶対に通ってはならない。

　⑦　物干し綱の下を絶対に通ってはならない。

　これらの諸項目の命じるところは，一つには，野営（クー・ソー）への排他的な崇拝であ

ろう。「タイには独特の精霊（ピイ）観念があり，土地や草木や河川や森林などのアニミズム

的な霊から祖先の霊，動物霊，その他もろもろの，低次な，あるいは，高次な超自然的存在

としての精霊が実在していて，人々はその中の守護精霊を供養することで，悪霊からの災厄
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を逃れようとする。特定の精霊を専心的に祀り，機嫌を損なわないことが肝要である。他人

の葬式の場は，他人の祖霊を祀る場であり，そこでの飲食やソー歌謡の披露には奉書は快く

思わないであろう。

　もう一つには，不浄の忌避がある。湿気の高いタイの伝統的な一般民家は高床式家屋であ

る。一階に当たる吹き抜け部分は，・物置や仕事場や家畜のためのスペースとして活用されて

いるが，同時に，その一部は当然ながら台所の真下に当たる。肉を調理する台所は，ある意

味では，無数の動物の墓場でもあり，不浄な区域であるのだ。同様に，出産には出血が伴う。

これも不浄のものであり，避けねばならない。そのために唄師たちは，日頃から，誰だれさ

んの家は近く奥さんがおめでたらしいとか，赤ちゃんが生まれたという情報に気をつけてい

るそうだ。しかしながら赤ちゃんに関しては，生まれたぽかりの無垢な赤ちゃんはなにか特

別のパワーを持っているからだという民間信仰もレオシリポン教授が教示してくれた。

　われわれの汗や垢という排泄物も不浄な対象である。だからそれらにまみれた洗濯物に関

するものも不浄な対象となる。洗濯したものを干す綱といえども，念を入れるのであろう。

ここには挙げていないが，排泄物一般は当然ながら忌避せねばならない。

　こうした心構えがなけれぽ，代々のソー歌謡の師霊たちは怒り，ムアソ族の守護精霊の役

目をしてくれず，唄師としての成功もおぼつかないことになる。

　この点で，ソー歌謡の同じメンバーであっても，楽器奏者の地位の宗教的な意義の違いが

非常に対照的である。

　　楽器奏者はソー唄師のようには規則的な訓練を受ける必要はない。音楽家になる前は，

　彼らは熱狂的なソー歌謡の随行者であれぽよく，徐々にソー歌謡の節回しを習っているこ

　とになる。ソー歌謡の歌の伴奏ができるようにな：るには，僅か2，3ケ月の練習しか必要

　がない。この筆者に情報提供してくれた楽器奏者の全員が，口頭による伝統によって音楽

　家の素養を身につけ，いかなる記譜法も知ってはいない。彼らには師霊を持たず，唄師が

　そうであるようには，儀礼上の禁制事項に縛られてもいない。（したがって）師霊供養の

　儀式を遂行する義務もない。彼らはソーの逃隠の供物に添えて，彼らの楽器を置くことに

　よって参加するに過ぎない22）。

7　ソー歌謡の楽器がほしいな

　ソー歌謡にはピー，スン，サローの3種の楽器が伴奏する。チェンマイ様式のソー歌謡

ではピーとスン，もう一つのナーン様式のソー歌謡ではスンとサローが使われる。

　（1）ピー

　ピーはシングル・リードの竹製の管楽器である。チェンマイより約10キロ，傘で有名で

色彩華やかな観光地，ボーサソのメインストリートから！4～15メートル奥まったじめじめ

した路地裏に，その製作者の工房があった。1918年生まれの75才，ペン・チュア・モーン

・リン氏（Pen　Chua　Moon　Lin）。年齢のせいで病気がちなのでもう人前で演奏すること

はない，と言うが，5年前の1988年に訪れた時は，立派な現役の奏者であった。26才の時

からピーを作り始め，「ソー歌謡が好きだったから」自然に覚えたメPディーを基に，ス

テージに登り始めたという。

　ピーの演奏で最も難しいのは呼吸法である。ピーの吹き口をリードも含めて全部口の中
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にくわえ込んで吹くという独特の吹奏法であるが，一旦吹き始めると息継ぎをすることな、

く，循環腹式呼吸法で唄が続く限り吹き続ける。ソー歌謡のバックグラウンドとして途切

れの無い通奏的な音響が要求されているためにこのテクニックが使われるようになった，

と思われる。（写真11，17参照）

　ピーは観光客のお土産にするような性質の楽器ではないし，ほとんどの奏者が自分自身

で製作するので，1年間に注文で10セット作るのがせいぜいという。ピーは4種類のサイ

ズのもので1セットになっている。それぞれに名前が付いていて，大きなサイズのものか

ら挙げると，「お母さんピー」という意味のピー・メー（長さ68－77cm），「真ん中のピー」

という意味のピー・カン（長さ56－61crn），「小指のピー」という意味のピー・コーイ（長

さ40－47cm），そして「鋭いピー」という意味のピー・レク（長さ28－34cm）と呼ばれる。

　4本のサイズのピーは，唄師の声域に応じて使い分けられる。具体的に言えば，唄師の

声域が高い場合，最もピッチの高い，すなわち，最も短いピー・レクが主として使用され，

残りの3本の内，短い方の2本が補助的に用いられる。そして最も長くてピヅチが低いピ

ー・ ＝[は使わない。反対に，声域が低い場合には，ピー・レクを使用しないで残り3本

で対応するのである。

　ペン氏は，チェンマイ近郊では第一級のピー作りと定評がある。彼の製作過程を全部見

学させてもらったが，シンプルな笛の外観にもかかわらず非常に手間のかかる過程を辿る

のを確認した。特にピーにとってリードが命であるそうだ。筆者たちが注文して製作して

いただいた1セットのピーを，ペソ氏は丁寧にリードの部分を紙で巻いて，「ここを大切

にするように」と念を押して手渡してくれた。自分の作った楽器を慈しむ心が暖かく伝わ

ってきた。

　製作過程

　①材料はマイ・ファク・デーンという名の赤みがかった細い竹である。それを4つの

　　サイズに切って，少なくとも3週間，できれば2～3ケ月水に漬ける。長ければ長い

　　程良いという。

　②それを2～3日陽に干す。曲がってしまったら，熱湯を注ぎながらまっすぐに直す。

　③リードを差し込む細長い穴を開ける。（写真12）

　④音程用の丸い指穴を7つ開ける。その位置はそれぞれのモデルを参照して決める。

　　（写真13）

　⑤り一ドを作るために，まずプロソズの小片やコインなどを集めて，8×1センチの

　　細長い丸い棒に溶かし込む。手吹きのふいごを使ってその棒を熱し（写真14），非常

　　に薄い板になるまで叩く。

　⑥その板を3×1センチの長方形に切る。更に，小さな彫刻刀で真ん中に2～3ミリ

　　の幅で細長く切れ目を入れるが，一方は切り離さない。（写真15）

　⑦マイ・ピアという種類の竹のざらざらした皮でそれを磨き，リード用の穴に固定す

　　る。隙間を塞ぐためと唾液による腐食からプロソズを保護するために，石灰が塗られ

　　る。（写真16）

　⑧　最後に，自分で吹いて耳で確かめながら指穴を大きくしたり，リードを削り直した

　　りして，ピッチの微調整をする。（写真17）
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【ピーの製作過程】　　（写真12）～（写；真！7）

（写真12）　り一トの穴を開ける

　　　　ヘノさん

（写真13）焼い九金属捧て指穴をあける

（写真14）　リート用の金属を浴かす
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（写真15）　　り一　ト作り

（写真16）　り一ト部に石灰を塗る

（写真17）　ヒノチの微調整

リーF部分を口にくわえ込む独特のヒー

の吹奏法
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【楽器】　　（写真18）～（写真20） 【音楽シーン】　（写真21）～（写真23）

（写真18）　お土産用のサローを製作するペン氏　　（写真21）　チェンマイ大学ラーソナー・クラフ

轟雛
　　　ぐヅ

難＼灘

騨蝿ダ 颪輝響

（写真19）　サローを弾くレオシ

　　　　リポソ教授

（写真22）チャウィーワン女史のモーラムの講

　　　義（ロイエソト音楽演劇学校にて）

（写真20）　スソの演奏

購
醸
撫 譲

贈
灘

難t

編・
。
．
猫
鍵

（写真23）　ティンナコルソ教授（左端）の率い

　　　　るイサーン・バント（ウボン師範大学

　　　　キャンパスにて）
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　ピッチは1オクターブを7つに平均に分割する七平均律である。

　1本が各々1オクターブの音域をもち，1セヅトで丁度2オクターブ半の音域をカバーし

ている。基本ピッチは楽器によって半音から全音の誤差は多少あるが，おおむね以下の通り

である。

【譜例2】　4種類のピーの音域

ピー・レク

ピー・カy

@　　吾　　　　ピー・コーイ
7

ピー・メー

　（2）サP一

　ペン氏はピーだけでなく，サP一も作って生計を立てている。（写真18）

　ピーは殆ど誰も買わないので注文製作であるが，サローは演奏者のみならず，手ごろな大

ぎさと価格，形が受けて観光客がよく買っていくそうだ。ペンー家でも総出でサP一の製作

に精を出していたが，既述のようにチェンマイ様式では使われず，ナーン様式だけで使われ

る。

　サローは2弦の弓奏楽器で，共鳴器の部分はココナツの殼の半分を用い，薄い木の音響板

でおおわれ，裏に音響の為の穴が開けられている。ネヅクはチークまたはゴムの木が材質で，

ココナツの殼を貫いてとり付けられる。ネックの上部に2つの糸巻きが差し込まれ，この糸

巻きからネックの下部へ2本の弦が張られる。この弦は自転車のブレーキから取られたワイ

ヤーである。小さな木のブリッジが弦をサポートするために音響板の中央に取り付けられる。

弓は竹を曲げて，馬の毛かまたは細いナイロン糸を30本位張り，松やにを擦りつけてから奏

する。共鳴器を丁度膝の上に置いて垂直のポジションで演奏される。（写真19）

　（3）スソ

　スンは2弦の擾弦楽器で，チェンマイ様式でもナーン様式でも使用される。スンはチーク，

ジャックフルーツ，ゴムの木などの固い木で作られ，フレットのある長いネックと長円形の

共鳴器を持つ。全長約1メートル前後，共鳴器の長さ約30センチ，幅約25センチ，厚さ約5

センチで，やはり自転車のブレーキワイヤーを弦に用いる。しかし現在ではギター弦が使わ

れることも多い。伝統的なピックは牛の角で出来ている。スンの音域はピー・カソの音域と

同じで，2本の弦は四度，または五度に調弦される。（写真20）

8　ソー歌謡のフィールドワークでわたしたちも考えた

　民俗音楽の調査のためイサーン地方やラーンナー地方を歩き回り，「現代に生きる伝統芸

能」の実態に触れることで，こうした論考の直接的対象にならないけれど，民俗芸能とはど

ういうものか，どうあるべきか，ということを考える上で，貴重な示唆を得た見聞，体験も

実に多かった。

　そうした観察の一つに，自分たちのアイデンティティとしての伝統芸能への若い学生の真
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摯な，そして楽しそうや取り組みがある。チェンマイ大学にはラーンナー音楽を演奏して楽

しむ「ラーソナー・クラブ」がある。丁度卒業生の一人が来て後輩に楽器の手ほどきをして

いるときにその音楽クラブを訪ねた。チェンマイ大学の学生の約8割は北部タイの出身であ

るというが，彼らは「自分たちの文化なのだから自分達が受け継いでいく」と明言し，それ

以外の出身の学生は，「折角北部タイの大学に学んでいるのだから，その間に正統的なラー

ンナーの音楽文化に触れておきたい」と言う。（写真21）

　また各地にある音楽舞踊学校のあり方も興味深かった。つまりこの学校は古典音楽と舞踊

の専門家を育てるのを目標にしているのだが，必ず副科としてその学校の位置している地方

の民俗音楽を学ばなければならない，というのである。例えばイサーソ地方の名門，ロイエ

ット音楽舞踊学校では，ラオス笙ケェーンやモーラム歌謡の授業を見学した。

　「モーラム」はソー歌謡によく似た歌謡芸能で，対外的にはソrよりもずっとよく知られ

ている。元来ソー歌謡と同じく徒弟制度の中で受け継がれてきた伝統である。しかしこの学

校では「モーラムの女王」と言われるほど人気，実力を兼ね備えたチャウィーワソ女史が生

徒たちを教える。勿論楽譜も何もなく，生徒達はノートにぎっしりと書ぎ込んだテキストを

もとにして，先生の唄うのを即座に模倣することによってモーラムの基本メロディーを覚え，

自然に即興の仕方を体得していくのである。モーラムを副科として選んで習う生徒の数は決

して多くはないけれども，非常に熱心な様子は感激的でさえあった。（写真22）

　また，その特徴のある歌謡スタイルは，現代のタイ・ポップスの世界でも新鮮なアピール

があり再評価され，「モーラム・ポップス」とも言うべきジャンルとして，都市部の若者た

ちの間で人気上昇中とも聞く23）。

　また，イサーン地方のウボン・ラチャタニ師範大学の友人であるティンナコルン教授の率

いるイサーン音楽バンドの場合はプロとして演奏活動をしており，海外公演もする。木琴を

縦だぶら下げて叩く「ポンラン」，パンの笛を円形に丸めた形態の「ウォード」，笙の原型

「ケェーン」，ギターを薄くしたような「ビーン」，などなどといった多彩なイサーン特有の

楽器によるイサーン・サウンドと歌謡と舞踊は，言葉の真の意味での「ポピュラー音楽」で

ある。元来イサーソ地方にはアンサンブルはなかったのだが，合奏という形態を導入すると

いう「現代化」で，各々の楽器の響きは素朴なのに，総体としての響きを現代人の感覚に合

致させている。非常にリズミカルな独特の「乗り」を全体にちりばめた，楽しい音楽を聴衆

に提供している。（写真23）

　こうした伝統音楽における動向は，同時に，表現は悪いが「ド田舎の民俗音楽」が一つの

ターニング・ポイントに立たされているという言い方もできる。伝統と現代との相克，つま

り，いかに伝統に即しつつ現代を創造していくかという，古くて新しい問題であり，フュー

ジョンや創作の試みで悪戦苦闘しているわが国の民俗音楽や伝統音楽にも共通の問題である。

注 釈

1）筆者たちは，これまで延べ5圓，1988年6月～7月（ウボン・ラチャタニ，ロイエット，ソソ
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　月（バンコク），そして1993年2月（チェンマイ），タイ国を訪れ，各地の民俗芸能のパフォーマ

　ンスの録音・録画，立師や楽器奏者や楽器職入たちへのインタビェー，楽器や資料の収集などの
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4）　『タイ日辞典』（冨田竹二郎著，i養徳社．1990）（第2巻）の項目「ラーンナー・タイ」，「東南
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L（p．12－14）

『東南アジアを知る事典』（石井米雄他監修，平凡社，1987）の項目「タイ」（p．405b）参照。

ラーンナー地方のムアン族の全人口は約580万人（1987）。L（p．12）

L（p．27）

L（p．27）

L（p．27）

L（p．28）

L（pp．17ff．）

L（pp．18f£）

L（pp．19f£）

L（p．22）

L（pp．21ff．）

L（pp．20ff．）

L（pp．16ff．）

上述のパフォーマンスの採録もあるが，ムアン語の歌詞を起こし，邦訳するにはなお時聞と関

　係者の協力とが必要な状況である。

　　付録vrソーの歌詞のローマナイズと訳」（L（pp．170－362））から適宜，利用した。

20）船津和幸「ラーガ理論とラサ理論」（『高崎直道博士還暦記念論集　インド学仏教学論集』春秋

　社，1987，p．1eo）参照。

21）　L（p．45）

22）　L（pp．35ff．）

23）　ピンパー・ポーンシリやチンタラー・プーンラープやパーンイェン・ラーケンといった若手女

　性歌手がタイ・ポップスの中に，モーラムのスタイルを持ち込んでいるという。参照，大須賀

　猛＋ASIAN　BEATS　CLUB編『エイジァン・ポヅプミュージックの現在』新宿書房，1993，

　pp．130ff，
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